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青
森
県
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

と
な
っ
た
大
学
と
企
業
就
職

担
当
者
と
の
交
流
会
は
、
初

開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
非

常
に
熱
気
あ
ふ
れ
る
交
流
と

な
り
ま
し
た
。
改
め
て
こ
う

い
っ
た
交
流
の
必
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。
新
年
度
に
就
職
担

当
者
の
み
な
さ
ん
と
情
報
共
有
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
▼
さ
て
、

総
務
省
が
１
月
に
発
表
し
た
２
０
２

４
年
県
庁
所
在
地
家
計
調
査
の
結

果
が
面
白
か
っ
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
よ
く
報
道
さ
れ
る
「
〇
〇
市
の

〇
〇
消
費
量
日
本
一
」
の
元
デ
ー
タ

で
す
。
青
森
市
は
19
項
目
で
全
国
１

位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の

は
、
カ
ッ
プ
麺
（
県
内
ス
ー
パ
ー
の

カ
ッ
プ
麺
コ
ー
ナ
ー
は
物
凄
く
充
実

し
て
ま
す
）、
ホ
タ
テ
貝
（
む
つ
湾
の

ホ
タ
テ
で
す
ね
！
）、
焼
き
鳥
（
よ

く
行
き
ま
す
し
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専

門
の
お
店
も
多
い
で
す
）、
ソ
ー
セ
ー

ジ
（
大
好
き
で
す
。
よ
く
冷
蔵
庫
に

入
って
ま
す
）、
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
（
農

作
業
休
憩
の
お
供
で
す
）、
果
実
・

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
（
も
ち
ろ
ん
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
で
す
ね
）、
灯
油
（
な
く
て

は
暮
ら
せ
ま
せ
ん
）
な
ど
。
酒
類
、

ビ
ー
ル
は
、
秋
田
市
に
次
い
で
２
位

で
し
た
▼
逆
に
全
国
最
下
位
は
、
一

般
外
食
、
喫
茶
代
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、

カ
ス
テ
ラ
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

交
際
費
な
ど
14
項
目
で
し
た
。
自

分
的
に
も
コ
ン
ビ
ニ
で
コ
ー
ヒ
ー
は
買

う
け
ど
喫
茶
店
に
は
あ
ま
り
行
か
な

い
し
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
水

道
水
で
十
分
美
味
し
い
か
ら
ほ
ぼ
買

わ
な
い
の
で
納
得
で
き
ま
す
▼
こ
の

結
果
か
ら
、
青
森
市
民
は
あ
ま
り

外
食
せ
ず
、
自
宅
で
食
べ
ら
れ
る
も

のへの
消
費
が
多
い
み
た
い
で
す
。
仕

事
帰
り
に
近
所
の
焼
鳥
屋
さ
ん
に
寄

って
焼
き
鳥
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
、

帰
っ
て
か
ら
ビ
ー
ル
で
晩
酌
！
確
か

に
やって
ま
す
（
笑
）（
小
田
切
）

健康教育の講義

２ステップで運動機能をチェック

組合員から寄付された食料品

企業と大学の就職担当者交流会

企
業
と
大
学
の
就
職
担
当
者
交
流
会
を
初
開
催

若
者
の
県
内
就
職
促
進
を
目
指
し
て

　
２
月
12
日
か
ら
１
週
間
、
第
２

回
と
ん
や
ま
ち
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

を
実
施
し
た
。
今
回
は
組
合
員
12

社
か
ら
未
使
用
の
食
料
品
が
計
60

箱
分（
約
４
５
０
㎏
）寄
せ
ら
れ
、

福
祉
施
設
や
子
ど
も
食
堂
等
に
寄

付
さ
れ
た
。

　
組
合
で
は
今
後
も
年
２
回
の

ペ
ー
ス
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
計

画
し
、協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

【
と
ん
や
ま
ち
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

提
供
組
合
員
一
覧
】

昭
産
商
事
㈱
・
太
子
食
品
工
業
㈱
・

㈱
小
田
川
・
㈱
伊
藤
園
・
コ
ン

フ
ェ
ッ
ク
ス
㈱
・
ミ
リ
オ
ン
㈱
・

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
・
㈱
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
・
エ
ガ
ワ
東
北
・
青
森

問
屋
町
配
送
㈱
・
大
青
工
業
㈱
・

㈲
桂
工
業
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
青

森
問
屋
町
１
丁
目
店

が
情
報
提
供
さ
れ
た
。
後
半
は
、

企
業
担
当
者
が
各
大
学
の
ブ
ー
ス

を
回
り
、
活
発
な
情
報
交
換
が
な

さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
企
業
担
当
者
か
ら
は

「
初
め
て
大
卒
求
人
を
実
施
し
よ

う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
な
の

で
、
非
常
に
参
考
に
な
る
こ
と
が

多
く
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
学
校

の
担
当
者
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深

め
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
採
用

活
動
に
意
気
込
み
を
見
せ
た
。

　
組
合
で
は
２
月
４
日
（
火
）、

５
日
（
水
）
の
２
日
間
、
問
屋
町

会
館
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
を
実
施
し
組

合
員
従
業
員
ら
１
１
３
名
が
参
加

し
た
。

　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
は
２
時
間
で
測

定
・
結
果
通
知
・
健
康
教
育
ま
で

が
行
え
る
健
診
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

従
来
の
健
康
診
断
に
比
べ
て
短
時

間
で
結
果
が
得
ら
れ
、
即
座
に
健

康
状
態
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ら

れ
る
点
が
特
徴
。

　
健
診
で
は
、
口
内
の
状
態
を
調

べ
る
唾
液
検
査
、
内
臓
脂
肪
や
筋

肉
量
、
骨
密
度
測
定
、
運
動
機
能

を
確
認
す
る
立
ち
上
が
り
や
２
ス

テ
ッ
プ
テ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
専
用

機
器
を
使
っ
た
野
菜
摂
取
量
の
判

ジ
ュ
ー
ル
や
重
視
す
る
視
点
等
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
大
学
の
就

職
支
援
の
取
り
組
み
へ
の
参
画
に

つ
な
げ
る
機
会
と
す
る
目
的
で
企

画
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
組
合
員
企
業
15
社
と

青
森
公
立
大
学
、
青
森
大
学
、
青

森
中
央
学
院
大
学
、
青
森
明
の
星

短
期
大
学
の
４
大
学
の
就
職
担
当

者
ら
40
名
が
参
加
し
た
。

　
交
流
会
の
前
半
は
、
各
大
学
よ

り
学
生
の
就
職
活
動
の
動
向
や

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

　
組
合
員
企
業
と
大
学
の
就
職
担

当
者
の
交
流
会
が
２
月
21
日

（
金
）、
問
屋
町
会
館
２
階
大
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
青
森
県
の
主
催
で
行
わ
れ
た
今

回
の
取
り
組
み
は
、
学
生
の
県
内

就
職
を
促
進
す
る
た
め
大
学
の
就

職
担
当
教
職
員
と
県
内
企
業
の
人

事
担
当
者
が
情
報
交
換
を
行
い
、

大
学
は
県
内
企
業
へ
の
理
解
を
深

め
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
の
連
携
や
学

生
へ
の
紹
介
等
に
つ
な
げ
、
県
内

企
業
は
学
生
の
就
職
活
動
ス
ケ

定
な
ど
11
項
目
の
測
定
を
実
施
し

た
。測
定
後
は
健
康
教
育
と
し
て
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な

ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
を
紹
介
。
そ
の

後
、
参
加
者
に
健
診
結
果
が
手
渡

さ
れ
見
方
が
詳
し
く
説
明
さ
れ

た
。

　
参
加
者
は
「
普
段
の
生
活
で
は

あ
ま
り
健
康
に
意
識
を
向
け
る
こ

と
が
少
な
い
た
め
、
こ
の
機
会
に

自
分
の
体
の
状
態
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
」と
話
し
た
。
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県
内
の
４
つ
の
卸
団
地
で
構
成

す
る
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議

会
主
催
の
春
季
合
同
企
業
セ
ミ

ナ
ー
が
、
２
月
10
日
（
月
）
に
青

森
公
立
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
同

協
議
会
で
は
、
県
内
の
各
団
地
や

組
合
員
企
業
の
知
名
度
向
上
、
採

用
機
会
の
拡
大
を
目
的
に
共
同
求

人
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
１
コ
マ
30

分
で
行
わ
れ
、
全
４
コ
マ
開
催
し

て
延
べ
52
名
の
学
生
が
参
加
し

た
。
各
卸
団
地
か
ら
16
社
の
組
合

員
企
業
が
参
加
し
て
学
生
に
業
界

や
業
務
の
内
容
、
働
き
方
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
は
同
大
学
１
階

交
流
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
た
企
業

ブ
ー
ス
を
回
り
、
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
熱
心
に
説
明
を
聞
き
、「
セ

ミ
ナ
ー
で
興
味
を
持
っ
た
企
業
が

あ
り
、
企
業
見
学
会
な
ど
に
参
加

し
て
現
場
の
雰
囲
気
や
働
き
方
を

知
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
た
。

企業の説明を熱心に聞く学生

価格交渉研修会

　
２
月
27
日
（
木
）
に
問
屋
町
会

館
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
「
中

小
企
業
の
皆
様
に
役
立
つ
価
格
交

渉
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
東
奥
日
報
社
と
共
催
で
行
わ
れ

た
同
講
習
会
に
は
、
組
合
員
従
業

員
を
は
じ
め
市
内
外
か
ら
58
名
が

参
加
。
中
小
企
業
診
断
士
の
船
越

誠
氏
が
講
師
を
務
め
、
価
格
交
渉

に
ま
つ
わ
る
最
新
動
向
や
価
格
交

渉
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
準

備
、
公
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

　
船
越
氏
は
「
取
引
ご
と
の
費
用

や
限
界
利
益
を
把
握
し
、
価
格
の

目
標
値
を
定
め
て
か
ら
交
渉
に
あ

た
る
こ
と
。
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
理

由
に
値
上
げ
す
る
場
合
は
、
原
材

料
価
格
推
移
や
労
務
費
の
上
昇
率

等
の
統
計
資
料
な
ど
を
用
い
て
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
の
根
拠
を
示
す
。
統

計
資
料
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
公
開
さ
れ

て
い
る
の
で
活
用
し
て
欲
し
い
」

と
話
し
た
。

学
生
が
地
元
企
業
の
魅
力
に
触
れ
る





















































































県
団
協
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー

価
格
交
渉
の
テ
ク
ニッ
ク
を
学
ぶ

価
格
交
渉
研
修
会

　「
好
き
な
言
葉
は『
一
生
懸
命
』

で
す
」
と
仕
事
へ
の
熱
意
を
語

る
の
は
昨
年
４
月
に
支
店
長
に

就
任
し
た
橋
本
総
業
㈱
の
堀
江

支
店
長
。

　
日
本
で
初
め
て
「
水
道
条
例
」

が
施
行
さ
れ
た
明
治
23
年
創
業

の
同
社
は
、
国
の
水
道
事
業
と

と
も
に
１
３
０
余
年
を
歩
み
、

水
道
事
業
を
軸
に
水
回
り
住
設

機
器
、
空
調
機
器
へ
と
事
業
展

開
。
平
成
28
年
、
会
社
分
割
に

よ
り
橋
本
総
業
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
の
事
業
承
継
会
社
と
し

て
新
た
な
１
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
同
社
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
伺
う
と「
当
社
は
支
店・

営
業
所
が
全
国
に
41
拠
点
あ
り
、

数
多
く
の
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引

を
基
に
、
当
社
在
庫
及
び
協
力
メ
ー

カ
ー
在
庫
を
合
わ
せ
て
約
４
万
点
の

商
品
在
庫
を
保
有
し
て
お
り
ま
す
。

物
流
に
お
い
て
は
エ
リ
ア
内
の
指
定

場
所
に
決
め
ら
れ
た
時
間
に
配
送
で

き
る
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
体
制
を
と
っ
て

い
る
ほ
か
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
配
送
中
の
ト

ラ
ッ
ク
位
置
を

把
握
し
て
配
送

の
遅
れ
を
最
小

限
に
抑
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に

オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
で
商
品

の
受
発
注
の
効
率
化
を
図
り
、
お
客

様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

デ
リ
バ
リ
ー
力
を
強
み
と
し
て
い
ま

す
」
と
力
強
く
語
る
。

　
ま
た
、
業
界
の
現
状
に
話
が
及

ぶ
と
「
建
築
資
材
の
価
格
高
騰
、

書
類
審
査
の
長
期
化
、
リ
フ
ォ
ー

ム
需
要
の
増
加
な
ど
、
近
年
、
住

宅
業
界
の
動
向
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
変
化
の
動
向
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
て
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　
同
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
と
「
ス
ポ
ー
ツ
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、『
チ
ー

ム
Ｈ
Ａ
Ｔ
』
と

い
う
名
前
で
ゴ

ル
フ
や
テ
ニ
ス

選
手
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
直

近
だ
と
実
業
団

テ
ニ
ス
の
日
本

一
を
競
う
大
会
で
、橋
本
総
業
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
所
属
の
女
子
選
手

が
日
本
リ
ー
グ
２
年
連
続
優
勝
す

る
な
ど
、
大
き
な
大
会
で
活
躍
す

る
選
手
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
」

と
ア
ピ
ー
ル
。

　
ご
自
身
の
今
後
の
目
標
を
聞
く

と
「
管
理
職
と
し
て
業
績
を
意

識
し
た
支
店
運
営
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
近
年
言
わ
れ

て
い
る
賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
も
、
や
は
り
企
業
の

業
績
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
と
同
じ
や
り
方

だ
と
業
績
は
下
が
る
と
思
う
の

で
、
他
社
と
は
違
っ
た
や
り
方

が
な
い
か
常
に
考
え
て
い
ま
す
」

と
意
気
込
む
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
「
学
生

の
頃
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

や
っ
て
お
り
、
雲
谷
、
大
鰐
、

百
沢
な
ど
の
ス
キ
ー
場
で
息
子

と
い
っ
し
ょ
に
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

健
康
面
に
つ
い
て
は
飲
み
会
が

多
い
の
で
、
体
は
資
本
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
ず
体
調
管
理
に
気

を
つ
け
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

締
め
く
く
っ
た
。　
　
　（
44
歳
）

団
地
企
業
訪
問

橋本総業㈱

ほり え  ひとし
青森支店　支店長

堀江 倫 氏

余
剰
食
料
品
が
支
援
の
力
に

と
ん
や
ま
ち
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
で
自
身
の

健
康
状
態
を
チ
ェッ
ク
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問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会

の
第
36
回
親
睦
交
流
会
が
２
月
21

日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、
同
会
会

員
ら
23
名
が
参
加
し
た
。

　 

坪
谷
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

（
一
財
）
全
日
本
労
働
福
祉
協
会

青
森
県
支
部
の
木
村
氏
に
よ
る

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
活

用
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
話
が
行

わ
れ
た
。

　
木
村
氏
は
「
現
在
、
50
人
以
上

の
従
業
員
が
い
る
事
業
場
に
は
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
50

人
未
満
の
事
業
場
に
も
対
象
が
広

が
る
予
定
の
た
め
、
全
て
の
企
業

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
四
．
企
画
情
報
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
五
．
組
合
施
設
の
売
却
に
つ

い
て

案
件
六
．
組
合
員
の
脱
退
及
び
跡

地
取
得
並
び
に
取
得
資
金
の
借
入

に
つ
い
て

案
件
七
．
卸
団
地
景
観
再
整
備
計

画
に
伴
う
高
度
化
資
金
の
借
入
に

つ
い
て

案
件
八
．定
款・規
約
の
改
定（
案
）

並
び
に
事
務
局
規
程
の
一
部
改
定

に
つ
い
て

案
件
九
．
組
合
員
跡
地
買
取
資
金

の
借
換
に
つ
い
て

案
件
十
．
２
０
２
４
年
度
第
10
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

に
制
度
へ
の
理
解
と
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
の
健

康
状
態
や
職
場
環
境
を
把
握
し
早

期
に
問
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
職
場
で
の
労
働
環
境

の
改
善
や
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
向
上
に
も
繋
が
る
た
め
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
強
調
し
た
。

　
そ
の
後
、
西
堀
副
会
長
の
乾
杯

で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
恒
例
の
一

言
ス
ピ
ー
チ
で
は
会
員
そ
れ
ぞ
れ

が
「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」
に
つ
い

て
発
表
し
て
親
睦
を
深
め
た
。

　
青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
で

は
、
２
月
26
日
（
水
）
に
問
屋
町

会
館
に
お
い
て
組
合
と
共
催
で
著

作
権
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
セ

ミ
ナ
ー
の
講
師
は
、Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

青
森
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
の
雪

田
氏
が
務
め
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
受
講
を
合
わ
せ
て
20
名
が
参
加

す
る
こ
と
が
重
要
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　
参
加
者
は
「
著
作
権
を
扱
う
際

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ポ
イ
ン
ト
が
よ
く
分
か
り
、
今
後

の
業
務
で
意
識
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

し
た
。

　
雪
田
氏
は
「
著
作
権
は
、
著
作

物
を
創
作
し
た
著
作
者
が
そ
の
作

品
を
利
用
す
る
権
利
を
保
護
す
る

た
め
に
与
え
ら
れ
る
も
の
。
申
請

や
登
録
を
必
要
と
せ
ず
、
創
作
さ

れ
た
瞬
間
か
ら
自
動
的
に
発
生

し
、対
象
は
文
学
や
音
楽
、映
画
、

美
術
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
」
と
説

明
。
ま
た
、
著
作
権
を
侵
害
し
た

場
合
の
法
的
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も

触
れ
「
著
作
者
の
許
可
な
く
著
作

物
を
複
製
や
公
開
、
改
変
し
た
場

合
は
著
作
権
法
違
反
と
な
り
、
損

害
賠
償
や
刑
事
罰
が
科
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
」と
注
意
を
促
し
た
。

加
え
て
「
多
く
の
フ
リ
ー
素
材
が

無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
サ

イ
ト
に
よ
っ
て
利
用
規
約
が
異
な

る
た
め
必
ず
確
認
し
て
か
ら
使
用

著作権セミナー

ストレッチしながら楽しく受講フェアトレード商品

向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
を
希
望
す
る
回

答
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
は
50
社
が
実
施
中
、

36
社
が
検
討
中
と
回
答
。一
方
で
、

自
社
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

把
握
し
て
い
な
い
組
合
員
は
８
割

を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
２
０
２
４
年
度
第
９
回
理
事
会

が
２
月
21
日
（
金
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
除
排
雪

費
の
中
間
報
告
や
事
業
計
画
立
案

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
２
０
２
５
年
度
事
業
計

画
の
骨
子
に
つ
い
て

案
件
二
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て

案
件
三
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
新
商
品
入
荷

問
屋
町
交
流
ス
ト
ア

著
作
権
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
立
案

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
ま
と
ま
る

　
組
合
で
は
２
０
２
５
年
度
の
事

業
計
画
立
案
に
向
け
て
組
合
員
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、１
３
１
社
か
ら
回
答
を
得
た
。

調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

　
組
合
員
施
設
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
「
老
朽
化
対

策
」
が
最
多
で
61
社
。
14
社
が
新

築
や
増
改
築
を
計
画
し
て
い
る
と

回
答
し
た
。

 

　
経
営
上
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

「
人
材
採
用
」
が
72
社
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
仕
入
れ
コ
ス
ト
の

上
昇
」
が
65
社
と
続
い
た
。
人
材

確
保
の
支
援
策
で
は
、「
中
途
採

用
者
向
け
の
合
同
企
業
説
明
会
」

や
「
求
人
誌
で
の
共
同
求
人
広

告
」、「
新
卒
者
向
け
の
合
同
企
業

説
明
会
」
の
３
つ
が
回
答
の
８
割

を
占
め
た
。
人
材
定
着
の
支
援
策

で
は
、
管
理
職
向
け
の
「
早
期
離

職
防
止
・
人
材
定
着
セ
ミ
ナ
ー
」

や
若
手
社
員
向
け
の
「
帰
属
意
識

18
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

27
日
▼
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
方
法

　
問
屋
町
交
流
ス
ト
ア
で
は
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
取
り

扱
い
を
行
っ
て
い
る
。

　
人
気
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
カ

シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
等
の
菓
子
類
の
ほ

か
、
新
商
品
と
し
て
チ
ャ
イ
パ
ッ

ク
や
コ
コ
ア
が
入
荷
。
他
で
は
な

か
な
か
手
に
入
ら
な
い
珍
し
い
商

品
ば
か
り
な
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

２
月

４
日
▽
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
（
〜
５
日
）

７
日
▽
問
屋
町
新
年
合
同
厄
払
い

　
　
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
４

回
役
員
会

10
日
▽
第
４
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
管

理
委
員
会

　
　
▽
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協

議
会
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー

12
日
▽
第
３
回
事
業
委
員
会

　
昨
年
７
月
、
新
し
い
銀
行
券
の

発
行
が
開
始
さ
れ
た
。
前
回
改
刷

が
あった
２
０
０
４
年
以
来
、
20
年

振
り
の
イ
ベン
ト
で
あ
り
、
昨
年
末

に
公
表
さ
れ
た
新
語
・
流
行
語
大

賞
で
も
ト
ッ
プ
テ
ン
に
選
出
さ
れ
る

な
ど
、
世
間
で
も
話
題
に
上
った
。

新
し
い
お
札
の
肖
像
に
採
用
さ
れ
た

渋
沢
栄
一
や
北
里
柴
三
郎
は
、
現

在
の
十
和
田
市
（
三
本
木
原
）
の

発
展
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、
当
地
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
も
あ
る
の
で
、

　
前
号
に
引
き
続
き
、
日
本
銀
行

青
森
支
店
の
益
田
支
店
長
に
よ
る

経
済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

親
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
県

民
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
発
行
開
始
当
初
は
、「
新
札
を
も
う

入
手
し
た
か
」
と
いっ
た
話
題
が
日
常

会
話
で
も
よ
く
聞
か
れ
て
い
た
が
、
最

近
で
は
殆
ど
聞
か
れ
な
く
なっ
た
。
少

し
寂
し
く
も
感

じ
る
反
面
、
逆

に
言
え
ば
、
そ

れ
だ
け
私
た
ち

の
生
活
に
新
し

い
お
札
が
馴
染

ん
で
き
た
こ
と

の
証
左
で
も
あ

る
の
で
、
今
回

の
改
刷
に
深
く
関
わっ
た
立
場
と
し
て

は
嬉
し
く
思
う
。

　
思
い
返
せ
ば
、
今
か
ら
６
年
前
の
２

０
１
９
年
春
、財
務
省
と
日
本
銀
行
は
、

５
年
後
を
め
ど
に
改
刷
を
行
う
旨
を
公

表
し
た
。
当
時
、
私
は
、
本
店
の
発

券
局
で
改
刷
プ
ロ
ジェク
ト
を
担
当
し

て
い
た
。
改
刷
は
注
目
さ
れ
る
ニュー
ス

で
も
あ
る
た
め
、
数
少
な
い
内
外
関
係

者
と
秘
密
裡
に
検
討
・
調
整
を
進
め

た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
世
の
中
で
キ
ャッ
シュレ

ス
化
が
進
展
し

て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
新
し

い
お
札
を
出
す

必
要
が
あ
る
の

か
疑
問
に
思
う

方
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
た

だ
、
こ
の
間
、

世
の
中
に
出
回
って
い
る
お
札
の
量
は

増
え
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
自
然
災
害

の
多
い
わ
が
国
で
は
、「
誰
で
も
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
安
心
し
て
」
使
え

る
現
金
への
需
要
は
根
強
い
の
が
現
実

で
あ
る
。
人
々
が
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ず
に
お
札
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
最
新
の
技
術
を
織
り
込
み
、

中
長
期
的
な
偽
造
抵
抗
力
を
確
保

し
た
お
札
を
発
行
す
る
こ
と
は
、
わ

が
国
唯
一の
発
券
銀
行
で
あ
る
日
本

銀
行
に
とって
、
重
要
な
使
命
で
あ

る
。

　
あ
れ
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
支
店

長
と
し
て
、
金
融
機
関
を
通
じ
世
の

中
（
青
森
県
内
）
に
新
し
い
お
札
を

送
り
出
す
最
前
線
に
立
ち
会
う
こ
と

が
で
き
た
の
は
、非
常
に
感
慨
深
い
。

そ
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新

し
い
お
札
が
私
た
ち
の
生
活
に
溶
け

込
ん
で
き
た
様
を
目
の
当
た
り
に
す

る
に
つ
け
、
我
々
が
目
指
し
て
い
る

銀
行
券
の
円
滑
な
流
通
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
よ
う
や
く
一つ
の
プ
ロ
ジェク
ト

が
完
遂
に
向
か
って
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。   （
完
）

日本銀行 青森支店
支店長

益田　清和 氏

第
一
五
七
回

経
済
雑
感

日
本
銀
行 

青
森
支
店

支
店
長
　益
田
　清
和

　
　
▽
第
２
回
と
ん
や
ま
ち
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
（
〜
18
日
）

14
日
▽
第
３
回
環
境
対
策
委
員
会

17
日
▽
金
融
審
査
会

　
　
▽
第
３
回
企
画
情
報
委
員
会

19
日
▽
第
４
回
労
務
対
策
委
員
会

21
日
▽
第
９
回
理
事
会

　
　
▽
青
森
県
　
大
学
教
職
員
と

県
内
企
業
と
の
交
流
会

　
　
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
36
回
親
睦
交
流
会

26
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
著
作

権
セ
ミ
ナ
ー

27
日
▽
価
格
交
渉
講
習
会

きよ かずます だ

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

　
雪
に
よ
る
外
壁
や
屋
根
に
損
傷

が
な
い
か
建
物
回
り
を
点
検
く
だ

さ
い
。
損
傷
が
進
む
と
漏
水
や
腐

食
の
原
因
と
な
る
た
め
早
め
の
対

応
が
重
要
と
な
る
。
な
お
、
雪
害

は
火
災
保
険
で
対
応
可
能
な
場
合

が
あ
る
た
め
、
契
約
先
の
保
険
会

社
に
確
認
く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ス
チェッ
ク
制
度
を
学
ぶ

問
屋
町
支
店
長・所
長
連
絡
会 

親
睦
交
流
会

雪
解
け
後
は
建
物
回
り
の
確
認
を
！

　
３
月
、
４
月
は
転
勤
や
異
動
が

多
い
時
期
に
な
り
ま
す
。
会
社
の

代
表
者
や
団
地
内
の
責
任
者
（
支

店
長
や
所
長
等
）
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
卸
セ
ン
タ
ー
総
務
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

異
動
の
際
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

〒030-8543 青森市新町二丁目5番1号
TEL 017-723-2222   FAX 017-723-2224 

TEL 0172-47-7500
津軽支店

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画

な
ど
承
認

第
９
回
理
事
会

【人材確保について希望する支援策】
39

34

30

21

15

10

9

7

6

3

1

0 10 20 30

0 10 20 30 40

【人材定着について希望する支援策】

単位：社

単位：社
30

28

23

20

19

9

9

1

10

1. 中途採用者向けの合同企業説明会
2. 求人誌等での共同求人広告
3. 新卒者向けの合同企業説明会
4. 高校の就職担当者との懇親会
5. 大学の就職担当者との懇親会
6. 大学生との交流会
7. 採用面接セミナー開催
8. 複数社合同でのインターンシップ受入
9. 学生対象問屋町内企業見学バスツアー
10.求人応募向上セミナー開催
11.その他

1. 早期離職防止・人材定着セミナー

2.帰属意識向上セミナー

3.若手社員対象の懇親会（日中）

4. 離職防止コミュニケーションセミナー

5.サークル活動を問屋町内で実施

6.若手社員対象の懇親会（夜間）

7.入社年別の会を設立

8.社外専門家派遣

9.その他
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問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会

の
第
36
回
親
睦
交
流
会
が
２
月
21

日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、
同
会
会

員
ら
23
名
が
参
加
し
た
。

　 

坪
谷
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

（
一
財
）
全
日
本
労
働
福
祉
協
会

青
森
県
支
部
の
木
村
氏
に
よ
る

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
活

用
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
話
が
行

わ
れ
た
。

　
木
村
氏
は
「
現
在
、
50
人
以
上

の
従
業
員
が
い
る
事
業
場
に
は
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
50

人
未
満
の
事
業
場
に
も
対
象
が
広

が
る
予
定
の
た
め
、
全
て
の
企
業

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
四
．
企
画
情
報
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
五
．
組
合
施
設
の
売
却
に
つ

い
て

案
件
六
．
組
合
員
の
脱
退
及
び
跡

地
取
得
並
び
に
取
得
資
金
の
借
入

に
つ
い
て

案
件
七
．
卸
団
地
景
観
再
整
備
計

画
に
伴
う
高
度
化
資
金
の
借
入
に

つ
い
て

案
件
八
．定
款・規
約
の
改
定（
案
）

並
び
に
事
務
局
規
程
の
一
部
改
定

に
つ
い
て

案
件
九
．
組
合
員
跡
地
買
取
資
金

の
借
換
に
つ
い
て

案
件
十
．
２
０
２
４
年
度
第
10
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

に
制
度
へ
の
理
解
と
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
の
健

康
状
態
や
職
場
環
境
を
把
握
し
早

期
に
問
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
職
場
で
の
労
働
環
境

の
改
善
や
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
向
上
に
も
繋
が
る
た
め
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
強
調
し
た
。

　
そ
の
後
、
西
堀
副
会
長
の
乾
杯

で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
恒
例
の
一

言
ス
ピ
ー
チ
で
は
会
員
そ
れ
ぞ
れ

が
「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」
に
つ
い

て
発
表
し
て
親
睦
を
深
め
た
。

　
青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
で

は
、
２
月
26
日
（
水
）
に
問
屋
町

会
館
に
お
い
て
組
合
と
共
催
で
著

作
権
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
セ

ミ
ナ
ー
の
講
師
は
、Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

青
森
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
の
雪

田
氏
が
務
め
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
受
講
を
合
わ
せ
て
20
名
が
参
加

す
る
こ
と
が
重
要
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　
参
加
者
は
「
著
作
権
を
扱
う
際

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ポ
イ
ン
ト
が
よ
く
分
か
り
、
今
後

の
業
務
で
意
識
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

し
た
。

　
雪
田
氏
は
「
著
作
権
は
、
著
作

物
を
創
作
し
た
著
作
者
が
そ
の
作

品
を
利
用
す
る
権
利
を
保
護
す
る

た
め
に
与
え
ら
れ
る
も
の
。
申
請

や
登
録
を
必
要
と
せ
ず
、
創
作
さ

れ
た
瞬
間
か
ら
自
動
的
に
発
生

し
、対
象
は
文
学
や
音
楽
、映
画
、

美
術
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
」
と
説

明
。
ま
た
、
著
作
権
を
侵
害
し
た

場
合
の
法
的
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も

触
れ
「
著
作
者
の
許
可
な
く
著
作

物
を
複
製
や
公
開
、
改
変
し
た
場

合
は
著
作
権
法
違
反
と
な
り
、
損

害
賠
償
や
刑
事
罰
が
科
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
」と
注
意
を
促
し
た
。

加
え
て
「
多
く
の
フ
リ
ー
素
材
が

無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
サ

イ
ト
に
よ
っ
て
利
用
規
約
が
異
な

る
た
め
必
ず
確
認
し
て
か
ら
使
用

著作権セミナー

ストレッチしながら楽しく受講フェアトレード商品

向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
を
希
望
す
る
回

答
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
は
50
社
が
実
施
中
、

36
社
が
検
討
中
と
回
答
。一
方
で
、

自
社
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

把
握
し
て
い
な
い
組
合
員
は
８
割

を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
２
０
２
４
年
度
第
９
回
理
事
会

が
２
月
21
日
（
金
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
除
排
雪

費
の
中
間
報
告
や
事
業
計
画
立
案

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
２
０
２
５
年
度
事
業
計

画
の
骨
子
に
つ
い
て

案
件
二
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て

案
件
三
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
新
商
品
入
荷

問
屋
町
交
流
ス
ト
ア

著
作
権
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
立
案

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
ま
と
ま
る

　
組
合
で
は
２
０
２
５
年
度
の
事

業
計
画
立
案
に
向
け
て
組
合
員
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、１
３
１
社
か
ら
回
答
を
得
た
。

調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

　
組
合
員
施
設
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
「
老
朽
化
対

策
」
が
最
多
で
61
社
。
14
社
が
新

築
や
増
改
築
を
計
画
し
て
い
る
と

回
答
し
た
。

 

　
経
営
上
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

「
人
材
採
用
」
が
72
社
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
仕
入
れ
コ
ス
ト
の

上
昇
」
が
65
社
と
続
い
た
。
人
材

確
保
の
支
援
策
で
は
、「
中
途
採

用
者
向
け
の
合
同
企
業
説
明
会
」

や
「
求
人
誌
で
の
共
同
求
人
広

告
」、「
新
卒
者
向
け
の
合
同
企
業

説
明
会
」
の
３
つ
が
回
答
の
８
割

を
占
め
た
。
人
材
定
着
の
支
援
策

で
は
、
管
理
職
向
け
の
「
早
期
離

職
防
止
・
人
材
定
着
セ
ミ
ナ
ー
」

や
若
手
社
員
向
け
の
「
帰
属
意
識

18
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

27
日
▼
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
方
法

　
問
屋
町
交
流
ス
ト
ア
で
は
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
取
り

扱
い
を
行
っ
て
い
る
。

　
人
気
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
カ

シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
等
の
菓
子
類
の
ほ

か
、
新
商
品
と
し
て
チ
ャ
イ
パ
ッ

ク
や
コ
コ
ア
が
入
荷
。
他
で
は
な

か
な
か
手
に
入
ら
な
い
珍
し
い
商

品
ば
か
り
な
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

２
月

４
日
▽
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
（
〜
５
日
）

７
日
▽
問
屋
町
新
年
合
同
厄
払
い

　
　
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
４

回
役
員
会

10
日
▽
第
４
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
管

理
委
員
会

　
　
▽
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協

議
会
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー

12
日
▽
第
３
回
事
業
委
員
会

　
昨
年
７
月
、
新
し
い
銀
行
券
の

発
行
が
開
始
さ
れ
た
。
前
回
改
刷

が
あった
２
０
０
４
年
以
来
、
20
年

振
り
の
イ
ベン
ト
で
あ
り
、
昨
年
末

に
公
表
さ
れ
た
新
語
・
流
行
語
大

賞
で
も
ト
ッ
プ
テ
ン
に
選
出
さ
れ
る

な
ど
、
世
間
で
も
話
題
に
上
った
。

新
し
い
お
札
の
肖
像
に
採
用
さ
れ
た

渋
沢
栄
一
や
北
里
柴
三
郎
は
、
現

在
の
十
和
田
市
（
三
本
木
原
）
の

発
展
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、
当
地
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
も
あ
る
の
で
、

　
前
号
に
引
き
続
き
、
日
本
銀
行

青
森
支
店
の
益
田
支
店
長
に
よ
る

経
済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

親
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
県

民
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
発
行
開
始
当
初
は
、「
新
札
を
も
う

入
手
し
た
か
」
と
いっ
た
話
題
が
日
常

会
話
で
も
よ
く
聞
か
れ
て
い
た
が
、
最

近
で
は
殆
ど
聞
か
れ
な
く
なっ
た
。
少

し
寂
し
く
も
感

じ
る
反
面
、
逆

に
言
え
ば
、
そ

れ
だ
け
私
た
ち

の
生
活
に
新
し

い
お
札
が
馴
染

ん
で
き
た
こ
と

の
証
左
で
も
あ

る
の
で
、
今
回

の
改
刷
に
深
く
関
わっ
た
立
場
と
し
て

は
嬉
し
く
思
う
。

　
思
い
返
せ
ば
、
今
か
ら
６
年
前
の
２

０
１
９
年
春
、財
務
省
と
日
本
銀
行
は
、

５
年
後
を
め
ど
に
改
刷
を
行
う
旨
を
公

表
し
た
。
当
時
、
私
は
、
本
店
の
発

券
局
で
改
刷
プ
ロ
ジェク
ト
を
担
当
し

て
い
た
。
改
刷
は
注
目
さ
れ
る
ニュー
ス

で
も
あ
る
た
め
、
数
少
な
い
内
外
関
係

者
と
秘
密
裡
に
検
討
・
調
整
を
進
め

た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
世
の
中
で
キ
ャッ
シュレ

ス
化
が
進
展
し

て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
新
し

い
お
札
を
出
す

必
要
が
あ
る
の

か
疑
問
に
思
う

方
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
た

だ
、
こ
の
間
、

世
の
中
に
出
回
って
い
る
お
札
の
量
は

増
え
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
自
然
災
害

の
多
い
わ
が
国
で
は
、「
誰
で
も
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
安
心
し
て
」
使
え

る
現
金
への
需
要
は
根
強
い
の
が
現
実

で
あ
る
。
人
々
が
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ず
に
お
札
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
最
新
の
技
術
を
織
り
込
み
、

中
長
期
的
な
偽
造
抵
抗
力
を
確
保

し
た
お
札
を
発
行
す
る
こ
と
は
、
わ

が
国
唯
一の
発
券
銀
行
で
あ
る
日
本

銀
行
に
とって
、
重
要
な
使
命
で
あ

る
。

　
あ
れ
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
支
店

長
と
し
て
、
金
融
機
関
を
通
じ
世
の

中
（
青
森
県
内
）
に
新
し
い
お
札
を

送
り
出
す
最
前
線
に
立
ち
会
う
こ
と

が
で
き
た
の
は
、非
常
に
感
慨
深
い
。

そ
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新

し
い
お
札
が
私
た
ち
の
生
活
に
溶
け

込
ん
で
き
た
様
を
目
の
当
た
り
に
す

る
に
つ
け
、
我
々
が
目
指
し
て
い
る

銀
行
券
の
円
滑
な
流
通
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
よ
う
や
く
一つ
の
プ
ロ
ジェク
ト

が
完
遂
に
向
か
って
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。   （
完
）

日本銀行 青森支店
支店長

益田　清和 氏

第
一
五
七
回

経
済
雑
感

日
本
銀
行 

青
森
支
店

支
店
長
　益
田
　清
和

　
　
▽
第
２
回
と
ん
や
ま
ち
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
（
〜
18
日
）

14
日
▽
第
３
回
環
境
対
策
委
員
会

17
日
▽
金
融
審
査
会

　
　
▽
第
３
回
企
画
情
報
委
員
会

19
日
▽
第
４
回
労
務
対
策
委
員
会

21
日
▽
第
９
回
理
事
会

　
　
▽
青
森
県
　
大
学
教
職
員
と

県
内
企
業
と
の
交
流
会

　
　
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
36
回
親
睦
交
流
会

26
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
著
作

権
セ
ミ
ナ
ー

27
日
▽
価
格
交
渉
講
習
会

きよ かずます だ

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

　
雪
に
よ
る
外
壁
や
屋
根
に
損
傷

が
な
い
か
建
物
回
り
を
点
検
く
だ

さ
い
。
損
傷
が
進
む
と
漏
水
や
腐

食
の
原
因
と
な
る
た
め
早
め
の
対

応
が
重
要
と
な
る
。
な
お
、
雪
害

は
火
災
保
険
で
対
応
可
能
な
場
合

が
あ
る
た
め
、
契
約
先
の
保
険
会

社
に
確
認
く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ス
チェッ
ク
制
度
を
学
ぶ

問
屋
町
支
店
長・所
長
連
絡
会 

親
睦
交
流
会

雪
解
け
後
は
建
物
回
り
の
確
認
を
！

　
３
月
、
４
月
は
転
勤
や
異
動
が

多
い
時
期
に
な
り
ま
す
。
会
社
の

代
表
者
や
団
地
内
の
責
任
者
（
支

店
長
や
所
長
等
）
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
卸
セ
ン
タ
ー
総
務
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

異
動
の
際
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

〒030-8543 青森市新町二丁目5番1号
TEL 017-723-2222   FAX 017-723-2224 

TEL 0172-47-7500
津軽支店

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画

な
ど
承
認

第
９
回
理
事
会

【人材確保について希望する支援策】
39

34

30
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0 10 20 30

0 10 20 30 40

【人材定着について希望する支援策】

単位：社

単位：社
30

28

23

20

19

9

9

1

10

1. 中途採用者向けの合同企業説明会
2. 求人誌等での共同求人広告
3. 新卒者向けの合同企業説明会
4. 高校の就職担当者との懇親会
5. 大学の就職担当者との懇親会
6. 大学生との交流会
7. 採用面接セミナー開催
8. 複数社合同でのインターンシップ受入
9. 学生対象問屋町内企業見学バスツアー
10.求人応募向上セミナー開催
11.その他

1. 早期離職防止・人材定着セミナー

2.帰属意識向上セミナー

3.若手社員対象の懇親会（日中）

4. 離職防止コミュニケーションセミナー

5.サークル活動を問屋町内で実施

6.若手社員対象の懇親会（夜間）

7.入社年別の会を設立

8.社外専門家派遣

9.その他
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青
森
県
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

と
な
っ
た
大
学
と
企
業
就
職

担
当
者
と
の
交
流
会
は
、
初

開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
非

常
に
熱
気
あ
ふ
れ
る
交
流
と

な
り
ま
し
た
。
改
め
て
こ
う

い
っ
た
交
流
の
必
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。
新
年
度
に
就
職
担

当
者
の
み
な
さ
ん
と
情
報
共
有
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
▼
さ
て
、

総
務
省
が
１
月
に
発
表
し
た
２
０
２

４
年
県
庁
所
在
地
家
計
調
査
の
結

果
が
面
白
か
っ
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
よ
く
報
道
さ
れ
る
「
〇
〇
市
の

〇
〇
消
費
量
日
本
一
」
の
元
デ
ー
タ

で
す
。
青
森
市
は
19
項
目
で
全
国
１

位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の

は
、
カ
ッ
プ
麺
（
県
内
ス
ー
パ
ー
の

カ
ッ
プ
麺
コ
ー
ナ
ー
は
物
凄
く
充
実

し
て
ま
す
）、
ホ
タ
テ
貝
（
む
つ
湾
の

ホ
タ
テ
で
す
ね
！
）、
焼
き
鳥
（
よ

く
行
き
ま
す
し
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専

門
の
お
店
も
多
い
で
す
）、
ソ
ー
セ
ー

ジ
（
大
好
き
で
す
。
よ
く
冷
蔵
庫
に

入
って
ま
す
）、
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
（
農

作
業
休
憩
の
お
供
で
す
）、
果
実
・

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
（
も
ち
ろ
ん
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
で
す
ね
）、
灯
油
（
な
く
て

は
暮
ら
せ
ま
せ
ん
）
な
ど
。
酒
類
、

ビ
ー
ル
は
、
秋
田
市
に
次
い
で
２
位

で
し
た
▼
逆
に
全
国
最
下
位
は
、
一

般
外
食
、
喫
茶
代
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、

カ
ス
テ
ラ
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

交
際
費
な
ど
14
項
目
で
し
た
。
自

分
的
に
も
コ
ン
ビ
ニ
で
コ
ー
ヒ
ー
は
買

う
け
ど
喫
茶
店
に
は
あ
ま
り
行
か
な

い
し
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
水

道
水
で
十
分
美
味
し
い
か
ら
ほ
ぼ
買

わ
な
い
の
で
納
得
で
き
ま
す
▼
こ
の

結
果
か
ら
、
青
森
市
民
は
あ
ま
り

外
食
せ
ず
、
自
宅
で
食
べ
ら
れ
る
も

のへの
消
費
が
多
い
み
た
い
で
す
。
仕

事
帰
り
に
近
所
の
焼
鳥
屋
さ
ん
に
寄

って
焼
き
鳥
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
、

帰
っ
て
か
ら
ビ
ー
ル
で
晩
酌
！
確
か

に
やって
ま
す
（
笑
）（
小
田
切
）

健康教育の講義

２ステップで運動機能をチェック

組合員から寄付された食料品

企業と大学の就職担当者交流会

企
業
と
大
学
の
就
職
担
当
者
交
流
会
を
初
開
催

若
者
の
県
内
就
職
促
進
を
目
指
し
て

　
２
月
12
日
か
ら
１
週
間
、
第
２

回
と
ん
や
ま
ち
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

を
実
施
し
た
。
今
回
は
組
合
員
12

社
か
ら
未
使
用
の
食
料
品
が
計
60

箱
分（
約
４
５
０
㎏
）寄
せ
ら
れ
、

福
祉
施
設
や
子
ど
も
食
堂
等
に
寄

付
さ
れ
た
。

　
組
合
で
は
今
後
も
年
２
回
の

ペ
ー
ス
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
計

画
し
、協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

【
と
ん
や
ま
ち
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

提
供
組
合
員
一
覧
】

昭
産
商
事
㈱
・
太
子
食
品
工
業
㈱
・

㈱
小
田
川
・
㈱
伊
藤
園
・
コ
ン

フ
ェ
ッ
ク
ス
㈱
・
ミ
リ
オ
ン
㈱
・

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
・
㈱
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
・
エ
ガ
ワ
東
北
・
青
森

問
屋
町
配
送
㈱
・
大
青
工
業
㈱
・

㈲
桂
工
業
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
青

森
問
屋
町
１
丁
目
店

が
情
報
提
供
さ
れ
た
。
後
半
は
、

企
業
担
当
者
が
各
大
学
の
ブ
ー
ス

を
回
り
、
活
発
な
情
報
交
換
が
な

さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
企
業
担
当
者
か
ら
は

「
初
め
て
大
卒
求
人
を
実
施
し
よ

う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
な
の

で
、
非
常
に
参
考
に
な
る
こ
と
が

多
く
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
学
校

の
担
当
者
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深

め
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
採
用

活
動
に
意
気
込
み
を
見
せ
た
。

　
組
合
で
は
２
月
４
日
（
火
）、

５
日
（
水
）
の
２
日
間
、
問
屋
町

会
館
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
を
実
施
し
組

合
員
従
業
員
ら
１
１
３
名
が
参
加

し
た
。

　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
は
２
時
間
で
測

定
・
結
果
通
知
・
健
康
教
育
ま
で

が
行
え
る
健
診
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

従
来
の
健
康
診
断
に
比
べ
て
短
時

間
で
結
果
が
得
ら
れ
、
即
座
に
健

康
状
態
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ら

れ
る
点
が
特
徴
。

　
健
診
で
は
、
口
内
の
状
態
を
調

べ
る
唾
液
検
査
、
内
臓
脂
肪
や
筋

肉
量
、
骨
密
度
測
定
、
運
動
機
能

を
確
認
す
る
立
ち
上
が
り
や
２
ス

テ
ッ
プ
テ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
専
用

機
器
を
使
っ
た
野
菜
摂
取
量
の
判

ジ
ュ
ー
ル
や
重
視
す
る
視
点
等
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
大
学
の
就

職
支
援
の
取
り
組
み
へ
の
参
画
に

つ
な
げ
る
機
会
と
す
る
目
的
で
企

画
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
組
合
員
企
業
15
社
と

青
森
公
立
大
学
、
青
森
大
学
、
青

森
中
央
学
院
大
学
、
青
森
明
の
星

短
期
大
学
の
４
大
学
の
就
職
担
当

者
ら
40
名
が
参
加
し
た
。

　
交
流
会
の
前
半
は
、
各
大
学
よ

り
学
生
の
就
職
活
動
の
動
向
や

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

　
組
合
員
企
業
と
大
学
の
就
職
担

当
者
の
交
流
会
が
２
月
21
日

（
金
）、
問
屋
町
会
館
２
階
大
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
青
森
県
の
主
催
で
行
わ
れ
た
今

回
の
取
り
組
み
は
、
学
生
の
県
内

就
職
を
促
進
す
る
た
め
大
学
の
就

職
担
当
教
職
員
と
県
内
企
業
の
人

事
担
当
者
が
情
報
交
換
を
行
い
、

大
学
は
県
内
企
業
へ
の
理
解
を
深

め
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
の
連
携
や
学

生
へ
の
紹
介
等
に
つ
な
げ
、
県
内

企
業
は
学
生
の
就
職
活
動
ス
ケ

定
な
ど
11
項
目
の
測
定
を
実
施
し

た
。測
定
後
は
健
康
教
育
と
し
て
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な

ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
を
紹
介
。
そ
の

後
、
参
加
者
に
健
診
結
果
が
手
渡

さ
れ
見
方
が
詳
し
く
説
明
さ
れ

た
。

　
参
加
者
は
「
普
段
の
生
活
で
は

あ
ま
り
健
康
に
意
識
を
向
け
る
こ

と
が
少
な
い
た
め
、
こ
の
機
会
に

自
分
の
体
の
状
態
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
」と
話
し
た
。
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県
内
の
４
つ
の
卸
団
地
で
構
成

す
る
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議

会
主
催
の
春
季
合
同
企
業
セ
ミ

ナ
ー
が
、
２
月
10
日
（
月
）
に
青

森
公
立
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
同

協
議
会
で
は
、
県
内
の
各
団
地
や

組
合
員
企
業
の
知
名
度
向
上
、
採

用
機
会
の
拡
大
を
目
的
に
共
同
求

人
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
１
コ
マ
30

分
で
行
わ
れ
、
全
４
コ
マ
開
催
し

て
延
べ
52
名
の
学
生
が
参
加
し

た
。
各
卸
団
地
か
ら
16
社
の
組
合

員
企
業
が
参
加
し
て
学
生
に
業
界

や
業
務
の
内
容
、
働
き
方
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
は
同
大
学
１
階

交
流
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
た
企
業

ブ
ー
ス
を
回
り
、
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
熱
心
に
説
明
を
聞
き
、「
セ

ミ
ナ
ー
で
興
味
を
持
っ
た
企
業
が

あ
り
、
企
業
見
学
会
な
ど
に
参
加

し
て
現
場
の
雰
囲
気
や
働
き
方
を

知
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
た
。

企業の説明を熱心に聞く学生

価格交渉研修会

　
２
月
27
日
（
木
）
に
問
屋
町
会

館
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
「
中

小
企
業
の
皆
様
に
役
立
つ
価
格
交

渉
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
東
奥
日
報
社
と
共
催
で
行
わ
れ

た
同
講
習
会
に
は
、
組
合
員
従
業

員
を
は
じ
め
市
内
外
か
ら
58
名
が

参
加
。
中
小
企
業
診
断
士
の
船
越

誠
氏
が
講
師
を
務
め
、
価
格
交
渉

に
ま
つ
わ
る
最
新
動
向
や
価
格
交

渉
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
準

備
、
公
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

　
船
越
氏
は
「
取
引
ご
と
の
費
用

や
限
界
利
益
を
把
握
し
、
価
格
の

目
標
値
を
定
め
て
か
ら
交
渉
に
あ

た
る
こ
と
。
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
理

由
に
値
上
げ
す
る
場
合
は
、
原
材

料
価
格
推
移
や
労
務
費
の
上
昇
率

等
の
統
計
資
料
な
ど
を
用
い
て
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
の
根
拠
を
示
す
。
統

計
資
料
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
公
開
さ
れ

て
い
る
の
で
活
用
し
て
欲
し
い
」

と
話
し
た
。

学
生
が
地
元
企
業
の
魅
力
に
触
れ
る





















































































県
団
協
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー

価
格
交
渉
の
テ
ク
ニッ
ク
を
学
ぶ

価
格
交
渉
研
修
会

　「
好
き
な
言
葉
は『
一
生
懸
命
』

で
す
」
と
仕
事
へ
の
熱
意
を
語

る
の
は
昨
年
４
月
に
支
店
長
に

就
任
し
た
橋
本
総
業
㈱
の
堀
江

支
店
長
。

　
日
本
で
初
め
て
「
水
道
条
例
」

が
施
行
さ
れ
た
明
治
23
年
創
業

の
同
社
は
、
国
の
水
道
事
業
と

と
も
に
１
３
０
余
年
を
歩
み
、

水
道
事
業
を
軸
に
水
回
り
住
設

機
器
、
空
調
機
器
へ
と
事
業
展

開
。
平
成
28
年
、
会
社
分
割
に

よ
り
橋
本
総
業
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
の
事
業
承
継
会
社
と
し

て
新
た
な
１
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
同
社
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
伺
う
と「
当
社
は
支
店・

営
業
所
が
全
国
に
41
拠
点
あ
り
、

数
多
く
の
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引

を
基
に
、
当
社
在
庫
及
び
協
力
メ
ー

カ
ー
在
庫
を
合
わ
せ
て
約
４
万
点
の

商
品
在
庫
を
保
有
し
て
お
り
ま
す
。

物
流
に
お
い
て
は
エ
リ
ア
内
の
指
定

場
所
に
決
め
ら
れ
た
時
間
に
配
送
で

き
る
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
体
制
を
と
っ
て

い
る
ほ
か
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
配
送
中
の
ト

ラ
ッ
ク
位
置
を

把
握
し
て
配
送

の
遅
れ
を
最
小

限
に
抑
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に

オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
で
商
品

の
受
発
注
の
効
率
化
を
図
り
、
お
客

様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

デ
リ
バ
リ
ー
力
を
強
み
と
し
て
い
ま

す
」
と
力
強
く
語
る
。

　
ま
た
、
業
界
の
現
状
に
話
が
及

ぶ
と
「
建
築
資
材
の
価
格
高
騰
、

書
類
審
査
の
長
期
化
、
リ
フ
ォ
ー

ム
需
要
の
増
加
な
ど
、
近
年
、
住

宅
業
界
の
動
向
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
変
化
の
動
向
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
て
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　
同
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
と
「
ス
ポ
ー
ツ
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、『
チ
ー

ム
Ｈ
Ａ
Ｔ
』
と

い
う
名
前
で
ゴ

ル
フ
や
テ
ニ
ス

選
手
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
直

近
だ
と
実
業
団

テ
ニ
ス
の
日
本

一
を
競
う
大
会
で
、橋
本
総
業
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
所
属
の
女
子
選
手

が
日
本
リ
ー
グ
２
年
連
続
優
勝
す

る
な
ど
、
大
き
な
大
会
で
活
躍
す

る
選
手
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
」

と
ア
ピ
ー
ル
。

　
ご
自
身
の
今
後
の
目
標
を
聞
く

と
「
管
理
職
と
し
て
業
績
を
意

識
し
た
支
店
運
営
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
近
年
言
わ
れ

て
い
る
賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
も
、
や
は
り
企
業
の

業
績
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
と
同
じ
や
り
方

だ
と
業
績
は
下
が
る
と
思
う
の

で
、
他
社
と
は
違
っ
た
や
り
方

が
な
い
か
常
に
考
え
て
い
ま
す
」

と
意
気
込
む
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
「
学
生

の
頃
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

や
っ
て
お
り
、
雲
谷
、
大
鰐
、

百
沢
な
ど
の
ス
キ
ー
場
で
息
子

と
い
っ
し
ょ
に
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

健
康
面
に
つ
い
て
は
飲
み
会
が

多
い
の
で
、
体
は
資
本
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
ず
体
調
管
理
に
気

を
つ
け
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

締
め
く
く
っ
た
。　
　
　（
44
歳
）

団
地
企
業
訪
問

橋本総業㈱

ほり え  ひとし
青森支店　支店長

堀江 倫 氏

余
剰
食
料
品
が
支
援
の
力
に

と
ん
や
ま
ち
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
で
自
身
の

健
康
状
態
を
チ
ェッ
ク


